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期待されるユニバーサルメモリの実現　

　現在，携帯電話やデジタル家電などに使われているメモ

リには，DRAM（Dynamic Random Access Memory），SRAM

（Static RAM）をはじめとする幾つかの種類があり，それぞ

れの長所を生かす形で，階層的に組み合わせて使われてい

ます。ただ，それによって機器の構成が複雑化し，起動や

動作の切り替えに時間がかかるという課題も生じていま

す。次世代のメモリには，その課題を解決するため，各種

メモリの長所を併せ持ち，汎用的に使える，「ユニバーサ

ルメモリ」としての性能が求められています。

　日立製作所と東北大学によるスピン注入磁化反転方式を

用いた不揮発性RAM（以下，スピン注入磁化反転RAM）の

共同開発は，そのような次世代メモリの開発をめざす文部

科学省の「高機能・超低消費電力メモリの開発」プロジェ

クトとして推進してきました。開発した技術は，次世代メ

モ リ の 有 力 候 補 と し て 期 待 さ れ て き たMRAM

（Magnetoresistive RAM）を，スピン注入磁化反転方式とい

う新しい原理で大幅に進化させたものです。

高速・高集積・低消費電力・不揮発性RAMの実用化に前進

　スピン注入磁化反転RAMは，二つの強磁性膜でMgO（酸

化マグネシウム）の絶縁膜を挟んだ3層構造のTMR

（Tunneling Magnetoresistive）素子をメモリセルとしてデー

タを記録します。スピン注入磁化反転方式に適した要素技

術として独自に開発を進めてきた，このTMR素子は，

MgO絶縁膜が低電力書き込みと高出力読み出しを実現す

る鍵となっています。

　データの読み出しは，二つの強磁性膜の磁化方向が同じ

（平行）状態と逆の（反平行）状態で，垂直に電流を流した

ときの電気抵抗に差があることから，その差を利用して0

と1の情報を取り出すことで行います。

　データを書き込むには，TMR素子に垂直に電流を流し

ます。電子の磁気的特性であるスピンの作用を利用して，

片方の強磁性膜の磁化方向を反転させる。通常のMRAM

が採用している，磁界によって反転させる方法と異なり，

この技術では，TMR素子を微細化するほど低電力で書き

込みができるようになるため，理論的に高集積化と低消費

電力化を同時に実現できます。書き込み・読み出し性能，

書き換え回数ともDRAM，SRAMに匹敵し，なおかつ，フ

ラッシュメモリと同様，電源を切っても情報が保持される

不揮性を備えている。正に，ユニバーサルメモリとなるに

ふさわしいと言えるでしょう。

デジタル機器の性能を一新する可能性も　

　スピン注入磁化反転RAMは，従来のメモリに置き換わ

ることで，デジタル機器のメモリ構成をシンプルにし，信

頼性や性能を大きく向上させる可能性を秘めています。お

客様に，より便利で高性能な日立製品を使っていただくた

めにも，2010年以降の実現とはなりますが，実用化への

歩みを着実に進めていきたいですね。

　世界的に激化していた開発競争の中で，2002年の共同

研究開始から約5年で，2メガビットチップの試作という世

界をリードする成果を示すことができた背景には，日立と

東北大学が，それぞれの強みを生かした緊密な相互連携体

制でチップの試作に当たったことも挙げられます。今後も

その強い連携の下で，さらに先の世代を視野に入れた，新

たなメモリ原理の研究にも力を注いでいきます。

デジタル機器に欠かせないメモリにはさまざまな種類があるが，
各メモリの長所を兼ね備えた「ユニバーサルメモリ」の実現が待望されている。
その有力な候補となるスピン注入磁化反転RAMを東北大学と共同開発し，2メガビットのチップ試作に成功した。
従来のメモリ並みの高速性と集積度を達成する可能性を持つなど，次世代のメモリデバイスとして期待される。

中央研究所 システムLSI研究部の河原尊之 主管研究員（左），基礎研究所 ナ
ノ材料・デバイスラボの早川純 主任研究員（右）
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センサーで測定したデータを無線ネットワークで収集するセンサネット技術の利用が始まっている。
このセンサネット技術を人間に応用した「ライフ顕微鏡」と「ビジネス顕微鏡」は，日々 の活動や職場での生活リズムや
コミュニケーションの状況を記録し，可視化することにより，ライフスタイル・ワークスタイルの変革を支援するシステムである。

生活リズムを目に見える形で把握　

　情報爆発時代と言われる中で，小型化・高性能化するコ

ンピュータと，普及が進む高速通信ネットワークを，どう

活用し，どんな価値を提供するかが問われ始めています。

その答えの一つとして，日立が注目しているのがセンサ

ネット。各種のセンサーと無線通信機能，電池を備えた小

型端末を任意の場所に設置して，測定したデータを自動的

に収集，利用する技術です。生産施設の温度管理など，物

や建物を対象としたサービスではすでに実用化されている

この技術を，人に応用して新しい価値創造をめざしている

のが「ライフ顕微鏡」と「ビジネス顕微鏡」です。

　「ライフ顕微鏡」は，腕時計型の端末を身につけ，1分間

に20回の頻度で加速度・脈拍・温度を測定し，そのデータ

から一日の運動量，歩行数，睡眠時間などを自動的に推定

するシステムです。それらの情報の活用方法は，高齢者の

見守りやヘルスケアなど，さまざまなものが考えられます。

例えば，一日の活動状態を色分けした「ライフタペスト

リー」という図表に示せば，普段あまり意識することのな

い自分の生活リズムを目に見える形で把握でき，生活習慣

の見直しや，健康管理などにつなげられます。

ワークスタイルの自己改革を支援

　もう一方の「ビジネス顕微鏡」は，ビジネスにセンサネッ

トを活用することで，知識労働者の生産性向上をめざすも

のです。名札型の端末に，加速度センサーのほか赤外線セ

ンサー，音声センサーも備え，測定したデータから，社員

どうしのコミュニケーション時間や活動状況を推定し，そ

の様子を地形図のような図表に表します。これによって，

例えば，仕事が成功したときの組織のダイナミクスを定量

的に分析できるようになり，客観的な視点で成功例に学ぶ

ことなどが可能になります。最終的には，みずからの行動

や組織としての働き方を振り返ることによって自己成長や

自己改革を促すような，新しいワークスタイルの実現につ

なげていきたいと考えています。

　どちらのシステムも，測定データそのものは単なる数値

や波形でしかありません。それを，分析処理や表示の工夫

によって，利用者にとって価値のある情報に変換するため

に，情報処理，ユーザーインタフェースなど，日立グルー

プ内のさまざまな知見を活用できる垂直統合的な体制で開

発を行っています。

21世紀の「顕微鏡」が持つ可能性　

　16世紀末に顕微鏡が発明されて以来，生物学や医学，物

理学はめざましい発展を遂げてきました。この二つのシス

テムも，今まで見えなかった個人や組織の動きを目に見え

るようにする，正に「顕微鏡」であり，将来，ライフスタ

イルやビジネススタイルを飛躍的に変えるかもしれない。

そんな期待感をもって，研究開発を進めています。

　われわれの「顕微鏡」は，今までのIT機器のように使う

だけで効率が上がるものではなく，現状への問題意識を持

つ方々の改善や改革をサポートするものです。現在，日立

グループ内での実証実験を通じて端末やアプリケーション

の進化を図っていますが，今後はより多くの方々に使って

いただきながら，共に成長していくシステムでありたいと

考えています。

基礎研究所 人間・情報システムラボの森脇紀彦 主任研究員（左），中央研
究所 センサネット戦略プロジェクトの山下春造 主任研究員（右）
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開発スピードアップと品質向上を両立するために　

　情報機器や家電などでは，製品の短命化が進む一方で，

高機能化に伴う構造の複雑化が進んでいます。製品開発に

は，開発期間の短縮と，設計段階での検証項目の増加とい

う相反する要素の両立が求められるようになり，この課題

を解決するために力を入れているのがシミュレーション技

術です。従来から行われてきた試作による検証をコン

ピュータによる解析に置き換えることで，製品開発の大幅

なスピードアップと品質向上を同時に実現することをめざ

しています。

「全体解析」と「最適設計」がモノづくりを変える

　中でも特に先端的な取り組みとして挙げられるのが「解

析主導設計」で，その大きな2本の柱となっているのが「全体

解析」と「最適設計」の技術です。全体解析は，CAD（Computer 

Aided Design）データさえあれば，複雑な形状の製品でも自

動的に直交格子を生成し，高精度な熱流体解析を可能にし

ます。われわれの技術では，LES（Large Eddy Simulation）と

呼ばれる乱流解析手法を用いて，刻々と変化する流れの挙

動を的確にとらえ，特徴的な流動構造を明瞭に把握するこ

とができます。しかもその複雑な解析を，大型計算機やパ

ソコンを複数台つないだクラスターシステムで短時間に行

えることも大きな特徴です。

　一方の「最適設計」技術では，そうした解析技術を活用

して，製品の品質向上のために必要な複数の目的を同時に

満たす設計を可能にします。複数の目的とは，空気清浄機

のファンを例にとると，効率向上・静音性向上・製造コス

ト低減などで，それぞれに対する解析結果をわかりやすい

統合的な形で示し，開発者の最適な選択を支援します。大学

との共同研究の成果を生かした高速な計算方法により，短

時間に数百～数千ケースもの検証が可能なため，それだけ

製品の性能・品質アップを実現できる可能性が広がります。

　さらに，その膨大な数のシミュレーション結果を分析す

ることにより，中に潜んでいる設計ノウハウや設計知識を

可視化し，開発者の気づきにつなげるデータマイニングに

も取り組んでいます。解析技術で製品を進化させ，その過

程で得られた知を次の開発に生かし，さらなる進化を促進

する。そのサイクルを確立していくことが，解析主導設計

による「モノづくり改革」であると考えています。

人間の知見と発想を生かすための土台に　

　全体解析は，Blu-ray Disc対応光ディスク装置の設計に適

用し，冷却ファンをつけなくても発熱体であるレーザダイ

オードを効率よく冷却できる，画期的な構造を実現しまし

た。これまで別グループが数年間かけて実験を主体として

行っていた手法では，高コストの部品やファンなどを用い

なければ実現できなかった冷却特性を，この技術によって

3か月程度で，低コスト・ファンレスで実現できたのは大

きな成果です。また，複雑な装置内部の流れの構造を速度，

圧力分布などで検証した結果，実用上十分正確な結果が得

られていることが確認できています。最適設計は，主にター

ボ機械の設計に適用しています。最適化された設計案の性

能向上が，実験的に再現されるように技術の検証や改良を

重ねながら，開発期間を従来の4分の1程度まで短縮できる

ようになりました。

　今後はこの二つの技術の連携を深めてシナジー効果を高

めるとともに，シミュレーション適用範囲を構造強度や振

動，熱伝導などにも広げていきます。解析主導設計によっ

て時間や手間のかかる解析や分析の作業をサポートするこ

とで，開発者・設計者の高度な知見とそれに基づく発想を

より生かせる環境をつくり，日立グループ製品の信頼性向

上・品質向上に貢献していくことが目標です。

情報機器や家電などを中心に製品開発サイクルがスピードアップする一方で，高機能化が進み，
複雑な構造を持つ製品の安全性や信頼性を確保するために設計段階での検証項目は増え続けている。
開発時間短縮と製品の品質向上をめざす「解析主導設計」は，先端のシミュレーション技術を活用した
「全体解析」と「最適設計」の技術を柱にモノづくりのプロセスイノベーションを実現する。

機械研究所 高度設計シミュレーションセンタの杉村和之 主任研究員（左），
磯島宣之 主任研究員（右）
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映像配信サービスの拡大に伴い，高画質，大容量のデータを安定的に同時配信できる
ストリーミング配信システムへのニーズが高まっている。
新たに開発した「コンテンツ配信機能を備えたストリーミング専用ストレージ」は，
設備・管理コストを抑えつつ，映像配信サービスの大規模化，高画質化を実現する。

独自開発の専用OSと「ゼロコピー I/O方式」　

　このストレージには，日立製作所が独自に開発したスト

リーミング専用のOS（Operating System）が組み込まれてお

り，きわめて高精度に，効率よくコンテンツをネットワー

クに配信する機能を備えています。しかも，既存のサーバ

設備のストレージ部分をこの専用ストレージに取り替える

だけでよく，サーバの増設やサーバのソフトウェア変更の

必要はありません。従来のストリーミングでは，配信する

データをまずアプリケーションにコピーして読み込み，そ

れからOSに読ませて送り出すという処理をしていました。

膨大なデータとなる高画質映像などの場合，このコピー処

理の負荷によるサーバの性能低下が生じます。それを解決

するために，アプリケーション側にコピーすることなく，

ストレージから直接コンテンツファイルを送り出す機能を

組み込みました。これにより，データの受け渡し時のオー

バーヘッドが一切なくなり，配信性能を格段に向上させる

ことができました。これが，高速コンテンツ配信機能「ゼ

ロコピー I/O方式」です。配信性能を3倍以上に向上させる

ことができ，サーバ台数が従来の3分の1以下で済むため，

大幅なコスト低減につながります。

高精度な配信タイミング制御

　もう一つの技術的な特徴が，高精度な「配信タイミング

制御」技術です。通常，配信サーバはコンテンツの配信だ

けでなく，さまざまなタスクを実行しています。その影響

で，大容量のコンテンツを配信するときに要求される厳密

なタイミングを乱してしまうことがありました。そこで，

あらかじめ各ユーザーのコンテンツ配信実行計画をOSが

判断して作成し，それに従ってタスクのスケジュール管理

を行うことで，CPU（Central Processing Unit）側の負荷によ

る配信遅延の影響を少なくしました。このタイミング制御

の応用により，HD（High Defi nition）画質コンテンツの安

定した品質での配信も可能になります。従来はサーバで約

100 msごとにタスクの選択・切り替えをし直すため，送信

が粗くなり，1回の送信ごとに大量のデータを送る必要が

ありました。このため，配信を受け取る端末側がそれほど

高性能でない場合，データの取りこぼしが生じ，画質が劣

化してしまいます。しかし，このストレージではあらかじ

め1 ms単位という厳密な配信タイミングを設定しているの

で，細かく分散したデータとして送ることができ，本来の

HD画質での再生を可能にしています。

高性能配信サーバへのニーズに応える　

　ブロードバンド網の整備と情報家電の進化により，今や

テレビでインターネットを見る時代です。従来に比べて圧

倒的に高画質な映像であり，ストリーム量も数十倍になっ

てきています。そのため，サーバの能力が配信上の大きな

ネックになっているのが実状です。さらに，これまではコ

ンテンツ配信業者が作った映像をPPV（Pay Per View）の形

で配信するというのが主体でしたが，最近は一般コン

シューマが制作した映像コンテンツをネット上で多くの人

に無料公開して楽しむようになってきました。PPV収入か

ら広告収入に重点が移った配信業者は，利益確保のために

膨大な量のコンテンツを配信する必要が出てきています。

こうした背景から，高性能配信が可能なサーバへのニーズは

ますます高まっています。現在は，最も標準的なWindows 

Media＊サーバとの完全互換性を持つシステムですが，今後

はさまざまなフォーマットに対応する機能も付加し，増大

する市場ニーズに対処していきたいと考えています。

システム開発研究所 第3部の竹内理 主任研究員

＊は「他社登録商標など」（139ページ）を参照
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（2）高速チャンネル選択 
（1）多チャンネル映像配信 

放送局 

映像配信 
サーバ 

通信キャリア局 

光ファイバ 

注 ： 略語説明　OLT（Optical Line Terminal）， ONU（Optical Network Unit）， IGMP（Internet Group Management Protocol）

サービスプロバイダ 

HD映像ストリーム
100 ch配信 ネットTV

宅内装置 

宅内装置 
ネットTV

マルチキャストパケットをPONブロード
キャストフレームにマッピング 

IGMPに基づき
映像ストリームを選択 

放送データ 
（マルチキャスト配信） 

GPON OLT

GPON ONU

GPON ONU　2.4 Gビットの伝送速度を持つ光ア

クセス通信ネットワークGPON（Gigabit 

Passive Optical Network）を用いて，高精

細画質（HD ：High Definition）映像を，

100チャンネル同時に配信することが

可能な次世代光ネットワーク技術を，

株式会社日立コミュニケーションテク

ノロジーと共同で開発した。

（1） GPONで使われている光の分岐に

よるマルチキャスト機能を生かして，

多チャンネルの映像ストリームを常

時，ユーザー宅まで配信する多チャン

ネル映像配信を実現する。

（2） 宅内装置まで多チャンネルの映像

ストリームを配信しておき，ここでチャ

ンネルの選択を行うことにより，高速

なチャンネルの切り替えを実現する。

　これらの技術は，今後の映像配信

サービス分野を切りひらく技術として

期待できるものである。

　「はらすまダイエット」※は，90日間

で体重の5%減量をめざすプログラム

日立グループは，90年間におよぶ研究開発の歴史の中で多くの実績を築いてきた。
それらを背景として，現在は六つのコーポレート研究所を中心に，
イノベーション創出や製品価値向上のための先端技術と，グループ全体の技術プラットフォームを支え，
発展させる基盤技術の研究開発に幅広い領域で取り組んでいる。

高精細映像を
100チャンネル同時配信する
次世代光ネットワーク技術

1

1 GPONによる高精細映像配信システム

減量プログラム「はらすまダイエット」
―遠隔指導支援システムの開発

2

2 参加者向け端末（PC，携帯電話）と参加者向け体重記録参照画面例

世界最小0.05 mm角の
「非接触型粉末ICチップ」の
動作確認に成功

3

　現在広範囲に使用されている薄型紙

にICチップを埋め込むことを目的に，

今回，世界最小0.05 mm角で世界最薄

5 µm厚の「非接触型粉末ICチップ」の

動作確認に成功した。

　小型化と薄型化を同時に達成するた

めに，最小線幅90 nmのSOI（Silicon on 

Insulator）半導体プロセスを採用して

いる。また，認識番号を保持するメモ

リに電子線直接描画技術を使用して高

密度化を図り，かつ高信頼度のメモリ

とした。さらにアンテナとの接続を容

易化するために，ICチップの表と裏に

それぞれ1個の電極を備える両面電極

3 髪の毛と比較した「非接触型粉末ICチップ」

で，100 kcal単位の目標設定や保健師

のメール支援などにより，参加者の約

6割がメタボリックシンドロームから

改善する効果を確認している。この減

量プログラムを多数の参加者に提供す

るウェブシステムを開発した。

　参加者が記録した日々の体重や改善

行動から支援該当者を自動抽出し，個

人に合わせた電子メールを作成する技

術を用いて，保健師業務の効率化を図

る。運用の結果，従来同様の高い減量

効果と，保健師業務量を約　に削減で

きることを確認した。今後，社内実

績を重ねて実用化をめざす。

※ 学校法人産業医科大学公衆衛生学研究室，株式
会社損保ジャパン総合研究所との共同開発

1─5
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CMOS回路の配線層にMEMSを
積層した小型・低消費電力の
MEMS圧力センサーLSI

4

　センサーの適用範囲が携帯機器や自

動車へ拡大するに伴い，センサーの小

型・高性能化が期待されている。今回，

MEMS（Micro Electro Mechanical 

Systems）圧力センサーを周辺回路に積

層した，実効面積約1 mm2の圧力セン

サー LSIを試作した。

　これは，CMOS（Complementary Metal 

Oxide Semiconductor）回路の配線用材

料とプロセス技術を用いた，CMOS完

全互換のMEMS作製技術の開発によ

り実現した。積層により，センサーと計

測回路間の寄生容量等の影響をなく

し，微小な静電容量変化を圧力検出に

利用することで，消費電流を約0.6 mAに

クライアント・サーバシステム向け
処理状況モニタリング技術

5

　ウェブアプリケーションのような，

クライアントPCとサーバで連携して

処理を実行するクライアント・サーバ

システムの保守性を向上するモニタリ

ング技術を開発した。

4 試作したMEMS圧力センサーLSI （左） と圧力センサー断面模式図・計測原理 （右）

センサー回路 

1.54 mm
0

.7
 m

m

電極間の静電容量の変化として圧力を検出 

TEG領域

MEMS 圧力センサー 

保護膜 

注 ： 略語説明　TEG（Test Element Group）

絶縁膜 電極 

空洞 
圧力 

5 クライアント・サーバシステム向けモニタリング技術の概要

操作ログ記録技術 

連 携 ロ グ 解 析 技 術  

PC処理時間が長い。 

入力に時間がかかる。 

サーバ2の処理時間が長い。 
 

ユーザー1

ユーザー1 処理1 処理2ユーザー2

PC PC

ユーザー2 サーバ1

サーバ1

サーバ2

サーバ2 解析 
サーバ 

ネットワーク 

処理時間 

低減すると同時に，従来の圧力センサー

LSIと比較して面積を約　に縮小した。

今後はこの技術を応用し，さまざまな

センサーとLSIを集積化した小型・高

性能センサーの開発を進める。

　なお，この研究の一部は，独立行政

法人新エネルギー・産業技術総合開発

機構（NEDO）の助成事業「高集積・複

合MEMS製造技術開発事業」の研究開

発項目「微細MEMSとCMOS回路混載

のためのMEMS/半導体モノリシック

集積化基盤技術」によって行われた。

構造とした。これらの技術は，今後，

さらに幅広い応用展開が期待される。

　この技術では，（1）クライアントPC

での処理の記録，（2）サーバ動作ログ

との関連付けを実現することで，従来

技術では困難であった，クライアント

PCとサーバにまたがって実行される

処理の進捗（ちょく）状況全体のモニ

タリングを実現した。

　クライアント・サーバシステムで発生

する問題の迅速な原因特定が可能とな

り，24時間365日のノンストップ運用を

実現するコア技術として期待できる。

隣り合う人が同時に話す
音声を聞き分ける音声処理技術

6

　不要音消去による音声会議システ

ム・携帯電話などの音声通話装置の通

話品質向上，および雑音環境における

音声認識の認識率向上を目的とし，突

発性の，かつ話者に近接した雑音を除

去可能な雑音除去技術を開発した。

　複数のマイクペア間の位相差を逐次

的に補正することを特徴とする音源定

位 手 法（SPIRE：Stepwise Phase Diff e-

rence Restoration）により，単一のマイ

クペアでは得られない空間分解能を実

現した。突発性の雑音源が話者に近接

して存在する場合でも，雑音方向と話

者方向を区別し検出することが可能と

なった。今後，音声通話装置や音声認

識など，さまざまな用途に展開する予

定である。

6 音源定位手法（SPIRE）の空間分解能

75度, 85度, 95度に3音源配置。山のピークが
方向の推定値に相当 

方位角（度） 

開発技術 
単一マイクペア 

30 50 70 90 110 130 150

1─10
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ユーザーが関心を持つ文書 

ユーザーが関心を持つ文書に 
関連する文書 

全文書の集合 

　インターネットの利用の拡大に伴

い，次世代の長距離波長多重光ファイ

7 連想検索による，ユーザーの関心に関連する文書の検索

8 光8値16波長1,040 km伝送系と受信光信号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

135° 90° 
45° 

315° 225° 

180° 

270° 

0° 

12
13
14
15
16

送信器 

光スペクトル 受信信号 

13周 

受信器 

周回伝送系 
80 km×13周
＝1,040 km

光8値
変調器 

情報信号
（30 Gビット/s） 

光フィルタ 

光増幅器 光ファイバ伝送路（80 km） 

光
強
度（

10
 d

B
/d

iv
） 

直
交
成
分
 

16波長光源 

光位相 
検波器 

同相成分 

直交成分 

適応 
フィルタ 光位相 

検波器 

情報信号 

30 Gビット/s×16波長

波長（nm） 1,550 1,555 同相成分 

8値の多値変調方式で
16波長多重1,040 kmの
光ファイバ伝送を実証

8

世界最高感度を有するHDD向け
CPP-GMRヘッド技術

9

　HDD（Hard Disk Drive）の記録密度

を飛躍的に向上させる，世界最高感度

のCPP-GMR（Current-Perpendicular-to-

the-Plane Giant-Magneto-Resistive：垂直

電流型巨大磁気抵抗効果）ヘッド技術

を開発した。

［主な特徴］

（1）50 nm幅のセンサーを形成するプ

ロセス

（2）nmレベルのピンホール層を形成す

る人工格子膜

（3）現行製品の約2倍となる1平方イン

チ当たり382 Gビット相当の再生性能

を試作実証

　この技術により，HDD装置の記録

密度で1平方インチ当たり750 Gビッ

トの達成が見込まれ，現在，日立グロー

バルストレージテクノロジーズと共同

で開発を進めている。

50 nm

CPP-GMR膜 

微細 
ピンホール 

9 CPP-GMRヘッドの媒体対向面の構造

バネットワークでは，さらに大容量の

情報伝送方式が模索されている。

　一度に3ビットの情報を伝送する8

値の位相変調はその一つであるが，こ

れまでの最大伝送距離は100 kmで

あった。そこで，今回，「高精度光位

相変復調技術」と「光ファイバ非線形

効果の抑圧技術」を開発し，30 Gビッ

ト/sの8値位相変調光を16波長束ねて

1,040 km伝送することに成功し（総伝

送容量480 Gビット/s），この方式が実

用的な光ファイバ伝送に活用できるこ

とを世界で初めて実証した。

　今後はこの技術を用いて，さらに高

速で効率の高い次世代ネットワークの

実現をめざす。

2億件規模の大規模連想検索
7

　入力された文書に関連する文書を，

2億件規模の大規模文書集合から瞬時

に検索できる連想検索エンジンを開発

した。

　2億件規模は，全世界・全分野の学

術文献を対象にリアルタイム連想検索

を可能とするスケーラビリティに相当

する。オンメモリインデックスと並列

計算により高速性を実現する一方，64

ビット化と障害監視・予備サーバ機能

により従来比20倍のスケールアップ

とロバストネス向上を達成した。

　この技術により，学術文献をはじめ，

特許，新聞，書誌情報，遺伝子情報な

どの拡大を続ける文書データベースに

も余裕を持って対応できる。今後さら

なるスケールアップを図り，インター

ネット上の多種多様な情報を対象とす

る連想検索技術を提供していく。
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垂直方向 

レーダ 

0Y

水
平
方
向 

32  nm世代半導体向け
 エッチング装置開発を加速する
 プラズマ分布モニタリング技術

10

　エッチング反応室内のプラズマや反

応活性種の空間分布を計測するシステ

ムを新たに開発した。このシステムで

は，プラズマ中に挿入した回転・上下動

作可能な受光プローブによりプラズマ

発光を分光しながらスキャン計測し，

得られた積算値をAbel逆変換してプラ

ズマの可視化像を得ることができる。

　これにより，ウェーハ上のエッチン

グ特性の不均一を引き起こす種々の反

応活性種や反応生成物の分布を計測で

きる。得られた空間分布像から不均一

の発生原因を推定し，プラズマ発生方

式や装置構造を最適化することによ

り，1 nmレベルで均一なエッチング

特性を持つ32 nm世代半導体向けエッ

チング装置開発を加速していく。

広範囲の物体検知が可能な
監視用途向け24 GHz帯
レーダセンサー

11

　防犯用人体検知や人流監視などに適

した24 GHz帯レーダセンサー用高周

波モジュールを開発した。

　これらの用途に用いられる監視カメ

ラなどのセンサーは天井や軒下などの

高所に設置されることが多いが，従来

のレーダセンサーは，このような高所

に設置された場合，縦・横方向を同時

に広角検知することが必要なため，十

分な検知エリアを確保することが困難

だった。今回，横方向に広範囲で検知

可能なモノパルス方式アンテナを採用

し，これらを複数チャネル切替して使

用するレーダセンサー用高周波モ

ジュールを開発した。これにより，高

所設置した場合でも，レーダ近傍の地

面から，ある一定距離までの扇形状の

範囲内を動く人体の検知を実現した。

分光器 

反応室内のプラズマ密度分布 

観測方向 

支持アーム 

ウェーハ 

Abel逆変換 

光ファイバ 

真空潜望鏡型 
受光プローブ 

上下・回転駆動 
メカニズム 

電磁波 

10 プラズマ分布モニタリングシステム

11 試作した高周波モジュール外観と検知範囲イメージ

大容量ルータなどの装置内
高速光配線に向けた10 Gビット/s×
16チャネル光インターコネクション技術

12

　ルータやサーバなどの伝送装置の大

容量化に伴って，LSIやボード間では，

チャネル当たり10 Gビット/s以上の伝

送速度が求められている。しかし，従

来の電気配線による伝送では，ノイズ

や損失などの影響により，高速化と伝

送距離に限界があった。

　これを解決するため，ボードに搭載

されたLSI間を光信号で高速かつ低損

失に接続する10 Gビット/s×16チャネ

ル（送信8┼受信8）光インターコネク

ション技術を開発した。

　この技術では，光学系に曲率の異な

る非対称レンズを採用することによっ

て，光インターコネクションモジュー

ルに搭載された並列光素子アレイと，

ボード上に配線された光導波路アレイ

の高効率光結合を実現している。今後

は，さらなるチャネル数の拡大と伝送

速度の高速化をめざす。

光インターコネクション
モジュール 光素子 

IC

10 mm

レンズ 

光路変換ミラー 

（a）

（b）

光導波路 

光導波路

光インターコネクションモジュール 

基板 

光信号 
ポ
リ
マ
層 

12 ボードに搭載された10 Gビット/s×16チャ
ネル光インターコネクションモジュールの断面
概観（a）と作成したモジュール（b）
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　日常に近い状況の中で手軽に脳活動

ブレインコンピュータインタフェースの
基礎研究

13

13 ブレインコンピュータインタフェースの
実験環境

ON

OFF

　微弱な近赤外光で脳活動を計測する

光トポグラフィ装置の技術を応用し，

脳活動で外部機器を操作するブレイン

コンピュータインタフェース（BCI） の

研究を進めている。今回，行った実験

環境では，額部分に付けられたセン

サーで22か所の脳血量反応を計測し

ている。オペレータが，目の前の鉄道

模型を駆動させようと意図したときに

は，計算処理や頭の中で歌を歌うなど，

脳の前頭前野部分を活発に使う課題を

行う。事前に計測されたデータと比較

して，酸素化ヘモグロビンが脳内で増

加する現象（アクティベーション）の反

応パターンが検出されると鉄道模型が

駆動する。

　このようなBCIは，筋萎（い）縮性

側索硬化症（ALS）などで筋肉を動かす

ことができない患者が外界にアクセス

する機器や，リハビリ・学習への適切

なフィードバックなどへの応用が期待

されている。

携帯型光トポグラフィ技術
14

フロア内人流表示 

ホール混雑度推移 ホール前人分布 

15 ビル内三次元人流とシミュレータの出力例

14 携帯型光トポグラフィ試作機
暗算時の脳活動の観測図（赤い領域が活動部） 

　超高層化，大規模化とともに複雑化

するビル内の人の流れを三次元シミュ

レーションで表示することが可能な

「エレベーター連動人流シミュレータ」

を開発した。

　このシミュレータでは，セルオート

マトン型計算モデルを用いた群衆行動

モデルとエレベーターの運行モデルを

連動させることにより，ビル内の人の

流れを再現する。また，人の心理モデ

ルを用いてフロア内の人の挙動を再現

し，混雑度や輸送効率を高精度に評価

することができる。これを用いること

エレベーター連動人流シミュレータ
15を測定することのできる携帯型光トポ

グラフィ技術を開発した。今回，製作

した試作機では，計測部位を前頭前野

に限定して，大幅な小型軽量化を実現

している。頭に装着する機器の部分が

約400 g，装置本体が約630 g，合わせ

て約1 kgと軽量であり，バッテリで3

時間動作する。無線LANに接続すれ

ば，1台のノートパソコンで最大24人

の計測制御およびリアルタイムデータ

表示ができ，一つの事象に対して複数

の被験者の反応を計測することや，人

と人のかかわり合いと脳活動との関連

を調べることも可能となる。今後，臨

床医療をはじめ，教育現場，家庭など

での利用をめざす。
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人間共生ロボット新型EMIEW2

16

　「人の生活シーンで活動する人間共

生」をコンセプトとし，安全性と移動

性を高めた新たなロボット「EMIEW

（Excellent Mobility and Interactive 

Existence as Workmate）2」を開発した。

［主な特徴］

（1）人環境での本質的な安全性を確保

するために，実用的な身長800 mmを

重量13 kgという軽量で実現

（2）人に合わせて移動できる時速6 km

の高速性と行動範囲の拡大を図る段差

踏破を両立する脚車輪機構

　また，歩行者に対して回避経路を生

成する衝突回避機能，離れた位置から

の話し掛けを認識する遠隔音声認識機

能を従来機から継承し，環境地図生成

と自己位置認識を行うSLAM（Simul-

taneous Localization and Mapping）機能

を追加した。

　今後，オフィスビルなどの公共空間

電動アクティブヨーコントロールシステム
17

　障害物回避時での車両安定化デバイ

スとして，車両の旋回性能をアクティ

ブに制御可能な電動アクティブヨーコ

ントロールシステムを開発した。

　このシステムは，複列遊星ギヤ機構

とモータとコントローラから構成さ

れ，1個のモータで左右の後輪に対向

する逆向きのトルクにより車両を旋回

させるもので，ドライバーの技量にか

かわらず安定した緊急回避を実現す

る。これまでに，ドライ路における回

避距離が15%短縮することを実車で確

認した。また，試乗会を通じて，社内

外よりモータの高応答を活用した独創

的なシステムとして高い評価を得てい

る。今後は，早期実用化に向け，小型・

軽量化，高機能化を図る。

16 人間共生ロボットEMIEW2

80
0 

m
m

6 km/h

脚部 

車輪 

「二輪走行」 「二足歩行」 

における応用実証試験を通じて，ロ

ボットを適用した事業創生をめざす。

（発表時期：2007年11月）

17 電動アクティブヨーコントロールシステム

右
輪
軸 

左
輪
軸 

リングギヤ 
（車体固定） 

トルク 

複列遊星ギヤ機構 

エンジン 

リングギヤ 
 

反転 

＋ － 

正転 トルクの流れ 

後輪に「対向トルク」を発生 

対向トルク 

モータ 

モータ 

コントローラ 

ヨーモーメント 

18 薄膜デバイスの製造工程における
エッチングのシミュレーション

Arイオン 1 nm

マスク 

保護膜 

上部電極 

酸化膜 

下部電極 

で，オフィスビルやデパートなど，ビ

ルの用途に適したフロアレイアウトや

エレベーター構成を，混雑度や交通量

など定量的な指標に基づいて適切に決

定することが可能となる。なお，この

技術は横浜国立大学と株式会社ジェイ

アール東日本企画との共同研究成果で

ある。

分子計算を応用した
ナノスケール加工技術

18

　半導体デバイスや磁気ディスク・磁気

ヘッドなどに使用される厚さ数nm～

数十nmの合金薄膜にアルゴンなどの

粒子を入射して，エッチング加工する過

程をシミュレートする技術を開発した。

　これにより，従来は単元系金属しか

扱えなかったナノスケールの凹凸パ
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　ユニークなコア構造を持つ新しい直

線駆動装置として，日立独自のトンネ

ルアクチュエータ（TA：Tunnel Actuat-

or）を考案し，日立ビアメカニクス株

式会社と共同開発でプリント基板穴明

機のZ軸への製品化に成功した。

　この製品はTAの超高速往復駆動力

で1分間に1,000個の穴を明ける，優れ

た性能が国内のみならず海外でも高く

評価され，2007年10月には米国で

R&D 100賞を受賞した。また，静岡

理工科大学の大塚二郎教授研究室との

共同研究で，2007年5月には5 nmの超

精密位置決め装置開発に成功してい

る。今後は，超精密工作機械，液晶・

半導体製造装置，産業機械などへの製

品開発に注力する。

トンネルアクチュエータの
製品化と最先端技術

19

　2001年に発見されたMgB2（二ホウ化

マグネシウム）超電導物質を用い，東

海旅客鉄道株式会社（JR東海）リニア

開発本部と共同で，高性能の長尺線材

を作製し，内径500 mmの超電導マグ

ネットを開発し，液体ヘリウムなどの

液体媒体を使用せず，冷凍機による伝

導冷却方式を適用し，磁気軸受超電導

マグネットシステムとして機能させる

EMCシミュレーションを活用した
14 V電動パワーステアリングの
低ノイズ実装技術

22

　EMC（Electro Magnetic Compatibility）

シミュレーションを用いたパワーエレ

クトロニクス機器の低ノイズ実装技術

は，ノイズ発生源の抜本的な除去によ

る不要電磁波の大幅な低減を可能とす

る技術である。

　今回，この技術を活用して電動パ

ワーステアリングシステム（EPS：

Electric Power Steering）を開発した。

　EPS は，コンピュータ制御される

モータによってハンドル操舵（だ）を

アシストするもので，燃費向上，環境

保護，車両付加価値向上などのシステ

ムメリットから世界的に需要が急拡大

している。この実装技術により推力

1万1,000 Nの高出力とクリーンな電磁

環境との両立を実現している。

ターン加工シミュレーションを，基本

構造・性質が実験では知られていない，

より実用的な合金薄膜にまで適用範囲

を広げることができる。

　今後，次世代の磁気ヘッドや磁気記

録媒体の加工条件最適化に活用してい

く予定である。

19 トンネルアクチュエータによる超高速プリント
基板穴明機（Z軸に6台搭載）

MgB2を用いた
磁気軸受超電導マグネット

21

20 走行環境を認識する単眼カメラとステレオカメラ

ステレオカメラ 

車両検知 

レーン認識 

多機能単眼カメラ 

歩行者検知 

距離画像 

　画像認識処理によって，走行中に衝

突危険性のある先行車両や歩行者を検

安全・安心な自動車を
実現する画像認識技術

20

出する車載カメラを開発した。今回，

開発したのは次の二つである。

（1）走行レーン認識や先行車両検知な

ど，複数の基本機能を低コストで実現

する多機能単眼カメラ

（2）画像だけから対象物までの距離を

測定し，カメラだけでは困難とされて

いた歩行者検知や衝突回避制御を可能

とするステレオカメラ※

　両カメラとも，複雑な認識アルゴリ

ズムを実時間で処理するために，局所

並列処理方式を採用した画像認識専用

プロセッサを独自開発し，搭載してい

る。今後，自動車の事故防止や被害軽

減を目的として，さまざまな走行制御

システムに高度な画像認識技術が期待

されており，実用化に向けた開発を推

進する。

試験に世界で初めて成功した。

　デモンストレーションとして，JR東

海によって試験装置に組み込まれ，冷

凍機でマイナス267℃まで超電導マグ

ネットを冷却後，180 Aを通電するこ

とにより，重さ約630 kgを浮上させた。

　今後，線材の長尺化（km級），コイ

ルの大型化が実現すれば，超電導フラ

イホイールや医療用MRI（Magnetic Reso-

nance Imaging）装置などへの適用が期

待できる。

※ ステレオカメラは，富士重工業株式会社との共
同開発である。
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サーバ仮想化技術
23

　情報システム浸透に伴い，サーバ台

数の増加が問題となっており，その解

決策として1台の物理サーバ上で複数

の仮想サーバを稼働させる「サーバ仮

想化技術」が注目されている。そこで

メインフレーム時代からの蓄積を活用

し，オープンサーバ向けサーバ仮想化

技術を開発した。

　現在主流の仮想化技術は，ソフト

内径：500 mm

MgB2マグネット外観 

MgB2磁気軸受マグネット外観 

MgB2

マグネット層 

冷凍機 

おもり 
（500 kg） 

21 MgB2磁気軸受超電導マグネットシステムとMgB2マグネット

AM帯 
バッテリ 

注 ： 略語説明　ECU（Electric Control Unit）， MOSFET（Metal-oxide Semiconductor Field-effect Transistor）

ECU

M

三次元サーキット 

： Initial Form 
： Final Form

周波数（Hz） 

周波数（Hz） 
150 kHz

－100
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－80
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－40
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0
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ふ
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1.0E＋0.0
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MOSFET

22 電動パワーステアリング用14 Vモータ・インバータとEMCシミュレーションモデル

物理 
サーバ 

運用管理ソフトウェア 
 

仮想 
サーバ 

仮想 
サーバ 

サーバ仮想機構 

専用ハードウェア 

ハードウェア 

仮想 
サーバ 

物理サーバ 

物理 
サーバ 

23 サーバ仮想化技術による物理サーバの統合

クライアント サーバ 

センサー 

登録 

認証 

生体画像 

登録データ 
（ランダム化画像） 

ランダム化 
画像照合 

・生体画像を 
復元不可能 
・漏洩時に 
破棄・更新可能 

OK/NG相関不変 
ランダム化変換 

パラメータ 

24 生体情報秘匿型バイオメトリクス認証システム

生体情報秘匿型
バイオメトリクス技術

24

　静脈や指紋などの生体情報を用いて

個人を識別する生体認証技術の普及が

進んでいる。しかし，生体情報はパス

ワードのように自由に取り替えること

ができない。ATM（Automated Teller 

Machine）などでは，カードのICチップ

内で生体情報を保管・照合することで，

漏洩（えい）が防止されているが，生

体情報をサーバで一括管理するサーバ

クライアント型の生体認証システムで

は，その漏洩防止が重要課題となって

いる。 

　これに対し，生体情報を秘匿（とく）

したまま認証を行い，漏洩しても取り

替えることができる，生体情報秘匿型

バイオメトリクス技術を開発した。こ

の技術を用いたシステムでは，クライ

アントが秘密のパラメータ（暗号鍵に

相当）を用いて生体情報を変換（暗号

化に相当）し，ランダムデータと区別

がつかない状態にしてからサーバに登

録する。認証時にも同様に生体情報を

変換し，ランダム化してからサーバに

送信する。変換アルゴリズムは生体情

ウェアによって実装されたものが多

い。これに対し，入出力処理を支援す

る専用ハードウェアを開発し，以下の

特徴を実現した。

（1）ハードウェア処理による高い入出

力性能

（2）物理サーバと仮想サーバとの優れ

た互換性

（3）仮想サーバ間の独立維持によるセ

キュリティ確保

　また，仮想化に対応した運用管理ソ

フトウェアも同時開発し，データセン

ターの運用負荷を低減する。今後は，

システムの高信頼化やデータセンター

の省電力化など，新分野への技術適用

を推進していく。
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　極細探針を精密に制御しながら試料

をトレースすることで微細立体形状を

測定するAFM（Atomic Force Microscope

：原子間力顕微鏡）は，従来，熟練者

が実験室で使用する装置であった。今

回，この概念を打ち破り，数十nmサ

イズの立体形状を高速・高精度で自動

測定できる技術を開発した。独自の探

針走査方式（アドバンスト・ステップ

イン）により，速度・精度・使い勝手

を同時に向上させている。この技術は，

半導体などのナノデバイスの製造に欠

かせない装置として，2007年3月，日

立建機ファインテック株式会社と協力

して製品化した。

　この研究の一部は，経済産業省の資

金を基に，2002年度に財団法人光産

業技術振興協会が受託したプロジェク

ト「大容量光ストレージ技術の開発事

業」（2003年度からNEDOプロジェク

ト）に関するものである。
25 切削加工後のロール金型とレンズ面加工部
（上）と切削による金型のレンズ面加工（下）

幅470 mm

ロール金型 レンズ面加工部 レンズ面： 
φ16 μm
深さ：1 μm

不規則配置パターン 
でのレンズ面加工部 

ダイヤモンドバイト 

ピッチ割出し方向 

切削方向 

切込み方向 

切削加工後のロール金型
（レンズ面13億個を表面に形成） 

400 mm
φ130 mm

20 μm

レンズ面 

金型 

工具軌跡 
（レンズ面切削形状） 

ナノデバイス立体形状の
高精度・高速測定を実現する
AFM（原子間力顕微鏡）

26

26 AFMの原理（左）と測定例（右）

探針走査方式（ステップイン） 

50 nm幅深溝構造測定例 

立体形状 

変位量検出 

制御（接触力一定） センサー 

XY

Zたわみ 

レーザ 

試料 
探針 

先端径 φ10 nm

100 nm

1,000 nm

測定接触力（原子間力） 

探針 5 μm

報間の距離を保存するため，サーバは

元の生体情報を知ることなく照合でき

る。これにより，サーバ管理者のミス

や不正に対しても生体情報を安全に保

護することが可能となる。

27 画像処理システム構成例

Mobile DDR SDRAM

CMOS
センサー 

LCD

テレビ 

注 ： 略語説明　LCD（Liquid Crystal Display）， PU（Processor Unit）， SDRAM（Static Dynamic Random Access Memory）， IF（Interface）

高画質カメラ画像処理LSI H.264 対応画像音声コーデックLSI

H.264/MPEG2/JPEG
CODEC

ホストCPU制御 
CPU

映像分析/判定 

拡縮 
＋ 

LCD
表示 

撮像処理 
＋ 

適応型ノイズ 
リダクション 
（偽色低減） 
（高S/N化） 

グラフィックス
＋

AVインタフェース 

ATAPIインタフェース
＋

Mux/Demux
PU

SDRAM IF

SDRAM

Mobile DDR SDRAM

　BD（Blu-ray Disc）カム向けのカメラ

画像処理LSIおよび画像音声コーデッ

クLSIを開発した。カメラ画像処理LSI

は，フルHDの動画撮影および500万画

素静止画撮影に対応している。高画質

化技術としては，従来カメラ画像処理

比で6 dBのS/N（Signal to Noise）改善効

果を有する適応型ノイズリダクション

を開発した。画像音声コーデックLSI

はH.264とMPEG（Moving Picture 

Experts Group） 2の動 画圧縮とJPEG 

（Joint Photographic Experts Group）の静

止画圧縮に対応している。画像の動き

や視覚特性に基づく適応的なアルゴリ

ズムを開発し，原画像に忠実な高効率

圧縮を実現させた。

　また，システム小型化のため，グラ

フィックス処理，画像・音声ストリーム

Mux/Demux： （Multiplexer/Demulti-

plexer），ホストCPU，ATAPI（Advanced 

Technology Attachment Packet Interface）

をワンチップに集積した。

BDカム用画像処理技術の開発
27

　直径10～20 µmの微細なレンズ（マ

イクロレンズ）を高密度に配置したマ

イクロレンズアレイを表面に有する光

学フィルム製造用のロール金型を，ダ

イヤモンドバイトを用いた超精密切削

により加工する技術を開発した。

　この技術では，ピエゾ駆動方式によ

る高速・高精度切込みヘッドを搭載し

たロール金型加工装置を新たに開発

し，1秒間に約4,000個のレンズ面を金

型表面に形成することを可能としてお

り，約13億個のレンズ面から成る不規

則配置パターンをロール金型表面に付

与することができる。 

　なおこの技術は，日立化成工業株式

会社により，液晶ディスプレイに用い

る光学フィルムの成形金型に適用され

ている。

マイクロレンズアレイを有する
光学フィルム製造用ロール金型の
超精密切削加工技術

25
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動きベクトル活用による
高画質信号処理技術

28

　映像の動きベクトルを高精度に検出

し，任意の時間間隔で新たな中間フ

レームを生成する画像エンジンによ

り，FPD（Flat Panel Display）の飛躍的

な性能向上を実現した。

［主な特徴］

（1）フィルムの毎秒24コマの映像から

60コマの映像を生成し，なめらかで自

然な動きを再現する。

（2）フレーム周波数60 Hzの映像信号

から120 Hzの映像信号を生成し，液

晶を高速駆動することで動画ぼやけを

大幅に低減する。

（3）PAL（Phase Alternating Line）方式の

映像信号（50 Hz）から60 Hzの映像信号

を生成し，アジア・欧州向けプラズマ

テレビのフリッカ抑制と高階調表示を

両立する。

　今後は，動きベクトル検出性能のさ

らなる改良と，それを活用した信号処

理技術により，FPDの高画質化を推進

していく。

携帯電話向け高画質化技術
29

　ハイビジョンテレビ「Wooo」の画質

補正技術を応用して携帯電話向けの高

画質表示技術を開発し，株式会社カシ

オ日立モバイルコミュニケーションズ

製ワンセグ対応携帯電話に適用した。

［主な特徴］

（1）ヒストグラムを使った画像認識処

理により，フレーム単位で画素の輝度

分布を分析する。画素が存在する階調

範囲を表示装置のダイナミックレンジ

に合わせて拡大することにより，階調

が豊かで奥行き感のある画像表示を実

現する。

（2）光センサー出力に連動させて黒側

の階調を補正することにより，明るい

環境における画像暗部の視認性を向上

する。

　今後も高画質表示技術の開発を推進

し，携帯電話以外のモバイル機器にも

展開していく。

中間フレーム映像 

時間 時間 1/60秒
（60 Hz） 

動きベクトル 
映像フレーム 

効果： 

フレームレート変換 

LCD（60→120 Hz）
動きぼやけ低減 

LCD/PDP（24→60 Hz）
画像コンテンツのなめらか表示 

任意の時間間隔で中間フレーム映像を生成 

PDP（50→60 Hz）
ちらつき低減, 階調数増加 

注 ： 略語説明　PDP（Plasma Display Panel）

28 動きベクトルを活用した高画質フレームレート変換

補正前 

階調拡大処理 効果イメージ 

補正後 

画
素
数 

画
素
数 

暗 明 階調 

暗 明 階調 
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30 開発した光ピックアップ（上）と，光ビーム経路（下）

BD/HD DVDドライブとデバイス技術
30

　次世代光ディスクとしてブルーレー

ザを用いたBDおよびHD DVDの普及

が本格化しようとしている。今回，株

式会社日立エルジーデータストレー

ジ，株式会社日立メディアエレクトロ

ニクス，株式会社ルネサス テクノロ

ジと共同でBDの記録再生，HD DVD

の再生機能を有する光ディスクドライ

ブを開発した。

 ［主な特徴］

（1）BD，HD DVDの両フォーマット

に対応したキーデバイスの開発

（a）高効率2レンズ方式，レーザをBD/

HD DVDで共用するための光ビーム

経路切替機構搭載ピックアップを開発

（b）ディスクからの再生信号を最適な

波形へと変換する高性能適応信号処理

を実現したLSIの開発 

（2）さまざまな動作環境に対応して最

適な発光パルス波形を生成する高精度

記録制御技術を開発し，業界最高速で

あるBD6倍速での記録を実現

　今後は，それぞれの技術のさらなる

高性能化を行うとともに各種ドライブ

への展開を図る。




